
加賀市の医療提供体制について 

加賀市の医療提供体制の概要をまとめましたのでアンケート記入の参考にしてください。 

以下の内容は昨年実施した「救急医療を考えるシンポジウム」及び「救急病院を考える公開討論

会」で説明した内容をまとめたものです。 

 

【２つの市立病院】 

現在、加賀市が設置している病院は加賀

市民病院と山中温泉医療センターの２つが

あります。 

２つの病院は救急医療をはじめとする急

性期医療を担う医療機関として位置づけら

れています。 

 

【救急医療】 

 加賀市の救急病院では、医師らスタッフ

の懸命の努力にも関わらず、約３割の人が

小松市民病院や福井大学病院といった市外

の病院へ搬送されています。 

 死亡・重症の人は２割以下であり、重症

者だけでなく軽症や中等症の人を市内の医

療機関で受け入れられず、市外へ搬送する

ケースがあることがわかります。 

 加賀市民病院、山中温泉医療センターと

もに医師の数が少ないため休日夜間は１人

で対応しています。そのため、当直医の受

診科でない場合は受け入れできない場合も

あります 

昨年実施した「救急病院を考える公開討

論会」の参加者アンケートでは、右下グラ

フの通り約70％以上の方の意見として２病

院を統合し新病院を建設すべきという結果

になりました。 

２病院の統合を行うことは、医師やスタ

ッフの確保を図り、医療資源の集約化によ

る医療提供体制を充実するための解決策の

ひとつと考えられます。 

 

 

医療提供体制に関する市民アンケート調査 参考資料 

裏面もお読みください。 

救急医療を考えるシンポジウム
救急病院を考える公開討論会

平成22年8月~11月に3回のシンポジウム・公開討論会を開催
医師不⾜等による市⽴病院の救急体制の現状を情報提供し、市⺠・
医療者・⾏政間で、救急医療問題に関しての対話を実施

公開討論会アンケート結果
今後、加賀市民病院と山中温泉医療セン
ターをどのような体制にすべきだと思われま
したか。

＜市⺠の意⾒＞
・全ての市⺠のアクセスのよい加賀温泉駅

前に新病院を統合して整備するべき。
・多額の費用をかけて新病院を建設すると

市の財政が心配

７割以上が統合病院を建設すべきという意見
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搬送者の傷病程度 救急搬送先

平成平成平成平成21年年年年 救急搬送救急搬送救急搬送救急搬送2,564人人人人のののの内訳内訳内訳内訳

加賀市の市立病院

加賀市⺠病院

運営主体 加賀市（直営）

病床数 ２２６床（一般）

診療科
（１６科）

内科、循環器内科、呼吸器内
科、外科、消化器外科、整形
外科、産婦人科、小児科、眼
科、⽿⿐咽喉科、⽪膚科、泌
尿器科、脳神経外科、放射線
科、麻酔科、リハビリテー
ション科

医師数 常勤28人
非常勤3人

入院患者数 165人（H21 一日平均）

外来患者数 465人（H21 一日平均）

⼭中温泉医療センター

運営主体 (社)地域医療振興協会 (※)

病床数 199床（一般159・療養40）

診療科
（１１科）

内科、外科、整形外科、産婦
人科、小児科、眼科、⽿⿐咽
喉科、⽪膚科、泌尿器科、麻
酔科、リハビリテーション科

医師数 常勤11人
非常勤4.9人

入院患者数 141人（H21 一日平均）

外来患者数 199人（H21 一日平均）

（※）国⽴⼭中病院を⼭中町へ移譲したときの国との協定が「平成２５年２⽉まで病院運営を継続する」と
なっており、平成２５年３⽉を期限として地域医療振興協会を病院の指定管理者としている。

加賀市医療提供体制調査検討委員会（第５回）参考資料２－２ 



【２つの病院の運営を続ける場合】 

加賀市民病院及び山中温泉医療センターにおいて現状のまま運営を続けていくのであれば、病棟

の老朽化に伴い、一定の改修が必要となります。加賀市民病院では、平成 26 年度から平成 32 年度

にかけて、診療棟及び西棟の改修が必要になると推測され、総額約17億円が必要となります。また

山中温泉医療センターも同様に平成 24 年度から平成 25 年度にかけてほとんどの病棟の改修が必要

となり、総額約 20 億円が必要になると推測されます。２つの病院をこのまま運営していった場合、

あわせて約37億円が必要となる見込みです。 

医師確保の問題も解決されないまま設備投資が増加するため、経営改善が見込まれず、一般会計

からの税金での補填が必要になる見込みです。両方の病院を別々に建て替えては運営していけなく

なることが懸念されます。 

【新病院を建設する場合】 

 しかしながら、新病院を建設するには多額の

費用がかかります。おおまかに見積もって用地

取得と建設費に約70～100億円程度の費用が必

要となります。この費用は地方債（自治体の借

金）でまかなう以外にありません。地方債には

償還（返済）費用を国が支援してくれる制度が

ありますが活用できる期限があります。公立病

院の再編に使える「再編債」（国が償還費用の

50%を負担）は平成 25 年度が期限です。また、

合併した市が使える「合併特例債」（国が償還

費用の 70%を負担）は平成 27 年度が期限です。さらに、これらの地方債は費用の一部にしか使えま

せん。また、山中温泉医療センターには指定管理期限の１年前（平成24年３月）までに方針を通知

する必要があります。どちらにしても平成23年度中に方針を決定する必要があります。 

【専門家の意見は新病院の建設】 

 平成 17年の加賀市・山中町の合併協定において、２つの病院は当面現行どおり運営することにな

り、新市において医療サービスのあるべき姿を検討することとされました。 

 新市では協定に基づき、平成18年に「加賀市地域医療審議会」を設置し、医療の専門家による検

討を行ってきました。医師不足を原因とする救急病院の課題と解決策について平成 19 年と平成 21

年に市長への答申が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加賀市地域医療審議会 答申（要点） 

平成１９年３月 

 加賀市が開設する二つの病院を機能分化し、高額

医療機器等を集約するとともに、医師を始めとした

スタッフの連携を高め、医療の効率化を図ることが

急務である。ただし、将来的には、加賀市における

地域医療の安定的確保のために、二次救急医療を担

い、医療設備の充実した新病院を建設する以外に、

根本的な問題解決の方法はないと思われる。 

加賀市地域医療審議会 答申 参考意見（要点） 

平成２１年３月 

 新病院に医療資源を集約し１つにする事を最終

目標とし、その前段階として、既存の病院が有機的

な繋がりを持つ１つの病院のようなネットワーク

をつくる事を望む。 

 市内公的３病院はいずれも医師の人材確保が大

変厳しい状況であり、今後、大学医局からの派遣も

益々厳しくなるため、遅かれ早かれ集約する必要が

出てくる。診療機能が崩壊してからでは遅い。 

こちらは裏面です。表面からお読みください。 

これらの現状に対して、皆様のご意見、ご希望を率直にアンケートにご記入くださるようお願いいたします。 
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